
EAJシンポジウム
-第14回安全⼯学フォーラム-

問い合わせ先︓公益社団法⼈⽇本⼯学アカデミー事務局
Mail: academy@eaj.or.jp Tel: 03-6811-0586 Fax: 03-6811-0587

6⽉24⽇(⽉) 

20
19

主催︓⽇本⼯学アカデミー(EAJ)

❖会場
御茶ノ⽔トライエッジカンファレンス11F 

http://try-edge.infield95.com/
〒101-0062 千代⽥区神⽥スルガ橋4-2-5
Tel: 03-5289-0177, Fax: 03-529-0176

不幸にして万⼀発⽣してしまった事故の再発を防
⽌し、安全性を向上するためには事故の全容を解明
する必要がある。しかしながら、事故の発⽣にはヒュー
マンエラーが関与している場合が多い。このヒューマン
エラー及び背後要因を明らかにするためには当事者
の証⾔が必須であるが、刑法に過失犯という規定が
あり障壁となってきている。
以前より、過失責任のあり⽅、免責について関係
者で議論されてきたが、⽇本の法体系にはそぐわない
とのことであった。昨年、我が国の司法制度に司法取
引制度が施⾏されるに⾄った。特に「捜査、公判協
⼒型協議、合意制度」は、容疑者や被告の刑事処
分を軽くする制度で運⽤⽅法がかなり詳細に規定さ
れている。
そこで、第14回安全⼯学フォーラムは“事故調査に
おける過失責任のあり⽅、免責について”と題して、
安全⼯学の専⾨家、法律の専⾨家からの事故調査
に関する2件の報告、その後パネルディスカッションを
持ち、事故調査への免責制度の導⼊を中⼼とした
議論、広く参加者の意⾒集約を⾏なうこととした。

“事故調査における過失責任のあり⽅、免責について”

13:15 開場

13:30 ご挨拶
安全知と安全学プロジェクト⻑向殿政男

13:45 報告1
事故調査における免責制度の導⼊
宇都宮⼤学⼯学部⾮常勤講師松岡 猛

14:30 報告2
事故調査における免責制度の導⼊をはじめ
とした司法取引
東海⼤学法学部客員教授池⽥良彦

15:30 パネルディスカッション
パネラー︓池⽥良彦・松岡 猛・向殿政男

16:30〜17:30 懇親会

❖ お申し込み先 (登録要、参加費無料)
(懇親会へ参加される⽅の会費︓2,000円)

academy@eaj.or.jp
・⽒名
・EAJ会員・賛助会員・⾮会員 (いずれかを記⼊)
・懇親会への参加・⽋席（いずれかを記⼊）
・連絡先 (電話orメールアドレス)
をご記⼊の上、メールにてお申し込みください。
なお参加証は発⾏しませんので、直接会場にお越し願います。
（定員50を超えた場合には、ご連絡いたします）

13:30〜16:30

❖プログラム
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